
■

■

■

□
豫
告

の
如
く
、
本
號

は
全
部
讀

者
諸

君
の
寄
稿

よ

り
成
り
平
生

よ
り
紙
數

及
挿
繪

を
増
加

し
、
臨
時
増

刊

と
し

て
出
版
致
候

。

□

本
號

の
全
部

に
漉
色
紙

を
用

ひ
し
は
、
他

の
號

と

區
別

せ
ん

が
爲

め
に
候

。

□
次
號
(
五
月

三
日
發

行
)
に
は

、
本
誌

第
七
の
口
繪

海

の
作
者

サ
ー
、

フ
ラ

ン
シ
ス
、
ポ
ウ

エ
ル
氏

の
筆

に
成
れ
る
、
同
じ
く
海

の
圖
を

出
す

べ
く
候

。

こ
の

繪
は
前
圖
と
大

に
趣
き
を
異

に
し

、
極

め
て
和
ら

か

き

描
法

に
て
、
前
圖

と
比
較

研
究

せ
ば
益
多

か
る
べ

し

と
存
候

。
原
圖
は

サ
ー
、

ヘ
ン
リ
ー
、

ス
ミ
ス
氏

の
愛
藏

品

に
て
、
昨

年
本
會

よ
り
遙

か
に

ロ
ン
ド

ン
、

ス
ツ
ヂ
オ
社
を
通

じ
て
、
版
刻

の
許
可

を
受
け
し

も

の

に
御
座
候

。

□

六
月
頃

に
は

、
丸
山

晩
霎

氏

の
飛
彈

地
方
大
寫

生

旅
行

の
面
白
き

紀
行

、
多
數

の
挿
繪

と
共
に
出

つ
べ

く
候
。
内
容
は
言
は

ぬ
が
花

な

る
が
、
幾
多

の
冒
險

幾
多

の
滑
稽
を
含

め
る
極
め
て
有
趣
味

の
者

に
候

。

□
寄
稿

の
う
ち
優

秀
な
る

も
の
に
對

し
て
は

、
本
會

主

任
の
肉
筆

ヱ
ハ
ガ
キ

一
葉

を
呈
す

べ
き
筈
な
り
し

も
、
多
數

に
て
間

に
合
兼

候

に
付
、
代
り
と

し
て
風

景
畫

貼

を
御
送

可
致
候

。

近

事
雜

聞

△
上
野
五
號
館
開
會
中
の
太
平
洋
畫

會
展
覽
會
は
出

品
畫

も
既

に
出
揃

い
日

々
多
數

の
入
場
者
あ
り
。
水

彩
畫

に
は
藤
島
、
平
木
、
大
橋
、
磯
部
、
沼
邊
、
中

川
、
松
木
、
長
谷
川
其
他
數
氏

の
ほ
か
京
都
よ
り

の

出
品
並

に
本
會
の
丸
山
、
眞
野
、
大
下
諸
氏

の
作
も

あ
り
て
、
點
數

二
百

に
近
し
と
き
く
。

△
同
處

に
於
け
る
巴
會
の
展
覽

會
は
、
陳
列
數
は
太

平
洋
畫
會

の
半
に
も
滿
た
ざ
れ
ど
、
水
彩
畫

の
出
品

多
く
石
川
、
石
原
、
東
城
、
五
姓
田
、
織
田
の
諸
氏

を
初
め
と
し
、
本
會
の
鵜
澤
氏
も
多
數

の
ス
ケ
ッ

チ

を
出
さ
れ
た
り
。

△
日
本
橋
十
軒
店
の
門
井
學
校
内
に
移
轉

せ
し
水
彩

畫
講
習
所

に
て
は
、
本
月
よ
り
有
志
者
に
の
み
戸
外

寫
生
を
詐
し
、
講
師
同
道
に
て
丸
の
内
附
近
の
寫
生

を
初
め
た
り
。
猶
同
所
は
、
校
舎
廣
き
爲
め
多
數

の

講
習
生
を
収
容
し
得
べ
し
と

い
ふ
。
　

會
　
　
告

■
學
校
又
は
同
志
の
間
に
、
寫
生
會
、
ヱ
ハ
ガ
キ
會
等

　
の
設
け
あ
る
も
の
は
、
其
景
况
を
な
る
べ
く
詳
し

　
く
通
報

せ
ら
れ
た
し

■
前
項
團
體
及
び
個
人
の
作
品
の
現
物
、
若
く
は
寫

　
眞
を
寄
贈

せ
ら
る
れ
ば
、優
秀
な

る
も
の
に
限
り
、

　
寫
眞
版
に
付
し
て
、
本
誌
に
登
載
す
べ
し
但
作
品

　
は
は
が
き
大
に
限
る

■
左
の
事
項
に
つ
き
廣
く
投
書
を
求
む

　
□
水
彩
畫

に
志
し

ゝ
最
初
の
動
機

　
□
始
め
て
戸
外
寫

生
を
試
み
し
時
の
感

　
□
寫
生
中
に
起
り
し
興
味
あ
る
出
來
事

　
□
畫

を
學
び
し
爲
め
に
得
た
る
顯
著
な
る
利
益

　
□
其
他
水
彩
畫
に
關
す
る
意
見
報
道
小
品
文
等

■
以
上
〆
切
の
期
を
定
め
ず
、
半
紙
十
行

二
十
字
詰

　
に
て
、
簡
單

に
、字
體

明
瞭
(
假
名
は
平
假
名
に
限

　
る
)
に
認
め
ら
れ
た
し

■
繪
畫

及
寄
稿
に
し
て
、
本
誌
に
登
載
せ
し
も
の
の

　
内
優
秀
な
る
作
に
對
し
て
は
、
主
任
大
下
藤
次
郎

　
の
肉
筆
繪
葉
書

一
葉
を
贈
る
べ
し

■
投
稿
の
返
戻
を
望
ま
る
ゝ
方
は
相
當

の
郵
券
を
添

　

へ
ら
れ
た
し

■
水
彩
畫

に
關
す
る
質
問
に
し
て
、

一
般
讀
者
に
有

　
益
と
認
む
る
も
の
は
、
答
え
を
紙
上
に
掲
載
す
べ

　
し
、
但
初
め
よ
り
返
信
料
を
添

へ
ら
れ
し
も
の
は

　
直
ち
に
答
書
を
送

る
べ
し

■
眞
野
紀
太
郎
氏
は
、
遠
近
法
に
關
す
る
質
問
に
答

　
え
ら
る
べ
し
。

　
但
複
雜
な
る
圖
説
を
要
す

る
も
の
は
此
限
り
に
あ

　
ら
ず


